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五
年
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会
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丹
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正
博

　

今
年
は
ど
ん
な
年
？

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
ま
し
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

一
年
の
会
員
皆
さ
ま
、
ご
家
族
様
の
ご
健
康
と
、

会
社
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
は
、
こ
こ
ホ
ー
ム
の
例
会
場
で
の

今
年
初
め
て
の
例
会
で
す
の
で
、
今
年
の
運
勢
な

ど
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
些
か
お

話
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
二
十
七
年
乙
未（
き
の
と
ひ
つ

じ
）歳
、
そ
し
て
日
本
古
来
の
暦
、
皇
紀
で
は
今

年
二
千
六
百
七
十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皇
紀
と

は
、
日
本
の
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
様
が
橿

原
宮
に
即
位
さ
れ
た
年
を
元
年
と
す
る
日
本
独
自

の
暦
で
、
西
暦
で
言
え
ば
、
紀
元
前
六
百
六
十
年

に
あ
た
り
、戦
前
ま
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
元
年
を
起
点
と
す
れ
ば
、
今
年
は
元
年

以
来
九
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
方
位
の
善
し
悪
し

　

今
年
の
方
位（
方
角
）の
善
し
悪
し
で
す
が
、九
星

で
は
三
碧
木
星
が
方
位
盤
の
中
央
に
く
る
八
方
塞
が

り
と
な
り
ま
す
。ま
た
、五
黄
殺
は
酉（
と
り
、西
）、

暗
剣
殺
は
卯（
う
、
東
）の
方
位
、
家
の
庭
の
土
を

い
じ
る
と
障
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
大
将
軍
さ
ま
は
、

二
十
五
年
か
ら
今
年
ま
で
の
三
年
間
、卯
の
方（
東
）

に
塞
が
り
ま
す
。
一
方
、
良
い
方
角
、
恵
方
で
す
が
、

最
近
、
節
分
の
日
に
恵
方
を
向
い
て
恵
方
巻
に
か
ぶ

り
つ
く
と
良
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
言
わ
れ
る
恵
方

と
は
、そ
の
年
の
福
徳
を
司
る
神
さ
ま
、歳
徳
神（
と

し
と
く
じ
ん
）さ
ま
が
降
り
て
こ
ら
れ
、
立
春
か
ら

節
分
ま
で
の
一
年
間
、
諸
々
の
こ
と
に
大
吉
と
さ
れ

る
方
角
の
こ
と
で
今
年
の
恵
方
は
、庚（
か
の
え
、申

と
酉
の
間
）の
方
、西
南
西
で
す
。

　

今
年
の
運
勢

　

今
年
の
運
勢
に
つ
い
て
は
、干
支
で
あ
る
乙
未（
き

の
と
ひ
つ
じ
）の
意
味
す

る
と
こ
ろ
を
見
て
ま
い
り

ま
す
と
、
乙
は
、
草
木
の

幼
い
芽
が
ま
だ
自
由
に
伸

長
し
な
い
で
屈
曲
し
て
い

る
状
を
表
し
、
未
は
、
草

木
の
果
実
に
滋
味
を
生
じ

た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
も
の
ご
と
が
成
熟

安
定
す
る
面
と
、
こ
れ
か

ら
発
展
す
る
面
と
が
交
錯

し
て
い
ま
す
。
六
十
年
に

一
度
廻
っ
て
く
る
乙
未
の

年
の
出
来
事
を
遡
っ
て
み

て
も
、
こ
の
年
の
前
ま
で

国
際
紛
争
や
衝
突
、
利
害

の
対
立
な
ど
で
混
乱
し
て

い
た
世
の
中
が
、こ
の
年
、

妥
協
や
譲
歩
に
よ
っ
て
国
際
条
約
が
締
結
さ
れ
、

解
決
に
向
か
う
と
い
う
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

経
済
の
動
き
は

　

株
式
市
場
は
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
経

済
活
動
と
株
価
は
、
特
に
春
や
夏
に
と
て
も
活
動

的
に
な
る
年
で
、
経
済
情
勢
は
さ
ら
に
安
定
し
劇

的
な
変
動
は
少
な
い
年
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
然
災
害
は

　

未
の
と
て
も
力
強
い
土
の
五
行
は
、
地
震
や
地

滑
り
、
雪
崩
、
ビ
ル
の
崩
壊
な
ど
の
土
の
災
害
を

も
た
ら
す
と
い
わ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、

丑
日
、
未
刻
に
起
こ
り
ま
し
た
。
未
に
は
水
が

ま
っ
た
く
存
在
せ
ず
、
と
て
も
乾
い
た
土
の
た
め

森
林
火
災
、
台
風
、
深
刻
な
交
通
事
故
が
起
き
や

す
い
年
と
さ
れ
、
一
九
九
一
年
と
二
〇
〇
三
年
に

始
ま
っ
た
中
東
の
砂
漠
で
起
き
た
二
つ
の
湾
岸
戦

争
は
、両
方
と
も
未
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
在
、

世
界
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
国
の
台
頭

か
ら
、
今
年
、
大
き
な
紛
争
が
勃
発
す
る
予
感
も

し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
乙
未
年
は
、
全
般
的
に
み

て
妥
協
と
進
化
の
た
め
に
楽
観
的
で
柔
軟
性
の
あ

る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。
国
際
関
係
で
は
、
ま
だ

紛
争
や
不
調
和
が
あ
り
、
平
和
な
年
と
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
が
、
人
々
は
進
ん
で
交
渉
や
妥
協
を

し
よ
う
と
す
る
の
で
、
国
際
対
立
を
避
け
る
た
め

に
平
和
条
約
や
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
さ
ら
に
多
く

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
地
震
、
地
滑
り
、
台

風
の
よ
う
な
自
然
災
害
や
環
境
災
害
、
核
問
題
、

病
気
や
伝
染
病
の
流
行
な
ど
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
事
で
す
が
、
私
は
今
年
、
還
暦
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
私
の
会
長
年
度
も
後
半
に
入
り
ま
し
た

が
、
心
新
た
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
ク
ラ
ブ
の
運
営
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
ま
す
よ
う
に
、
役
員
、
幹
事
、
副
幹
事
共
々
務

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
さ
ま
方
の
更
な
る

ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開会点鐘 丹治正博 会長
ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 管野裕一 会員

「四つのテスト」唱和 田苗　博 会員
お客様並びに来訪ロータリアン紹介
1月誕生祝い
会長挨拶 丹治正博 会長
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事
各委員会報告
　●広報マルチメディア･雑誌小委員会
　　 佐藤武彦 委員長
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　ニコニコBOX担当 右近八郎 委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第

例会プログラムのご案内

■1月29日（木） 12：30～「辰巳屋」
　新会員スピーチ　福島民友新聞社代表取締役　五阿弥宏安 会員



2

本 日 の プ ロ グ ラ ム

◆決議23-34の意義

▶大事なのは第1条と第2条

第1条 「超我の奉仕」の哲学? 

　「最もよく奉仕する者、最も多く報われる」の 

意味は「利己的な欲求と義務、これに伴う他人 

の為に奉仕したいという感情」との間に常在す 

る矛盾を和らげようとする哲学…?

ロータリーは奉仕の哲学を学ぶところか?

それだけではないように思えますが…。

◆第2条クラブの役割について

1.奉仕の理論を団体で学ぶ。

2.奉仕の実践例を団体で示す

3. 奉仕活動の実践を個人で行う。

4.ロータリーの奉仕理念と実践を

外部の人に受入れてもらう。

奉仕の仕方や表現（now・how）が分からないから

皆で学ぶのか?

…では、誰が教えてくれるのか。

　皆で奉仕するのか個人でするのか。

◆職業奉仕の中で　ロータリーの行動規範

1.総ての行動と活動を、高潔性と中核的価値観

の模範を示す。

2.職業の経験と才能をロータリーでの奉仕に生かす。

3.高い倫理基準を奨励し、助長しつつ、個人的活動及び

事業の専門職での活動の総てを倫理的に行う。

4.取引の総てで公正に努め、人間としての尊重の念を

もって接する。

5.社会に役立つ総ての仕事に対する認識と敬意の念を

推進する。

6.若い人々に機会を開き、特別なニーズに応え地域社会

の生活の質を高めるため、職業的才能を捧げる。

7.ロータリー及びロータリアンから託される信頼を大

切にしロータリー及びロータリアンの評判を落とし

たり不利になるようなことはしないこと。

8.事業または専門職上の関係で、通常得られないような

便宜または特典を同輩ロータリアンに求めないこと。

◆4つのテスト　言行はこれに照らして

1.真実かどうか

2.みんなに公平か

3.好意と友情を深めるか

4.みんなの為になるかどうか

　ハーバート・テーラー元RI会長がある会社（倒

産寸前の会社）の社長に就任して再建のために必

要な倫理基準を簡潔かつ的確に示したもの。

（ロータリアンの為に作ったものではありません）

真実かどうか
…「嘘偽りはないか」という意味

みんなに公平か
…「取引先に対して公正か」という意味 

好意と友情を深めるか
…「商行為上の取引が企業の信用を高めると同時

によりよい人間関係を構築し取引先を増やす」と

いう意味。

みんなの為になるかどうか
…「総ての取引先が適正な利潤を得るか」という

意味

◆会員増強について考える

日本の人口動静について

少子化の問題／私学関係者の危機意識／就学児童

生徒の絶対的減少／2060年代には就労可能人口

は半減する予測

絶対的人口減少傾向（就労人口減少）の中で

会員増強を考える。

　男性を会員増強のターゲットにするのは限界ではない

か?世の半分（それ以上）は女性です。進取の気概に富

んだ、キャリアは沢山おいでになるはず。なおかつ、社

会奉仕やボランティアに大いに関心を持つ方がいるは

ず。会員増強の対象は女性ではないでしょうか。

私の好きな言葉

臨済宗一休宗純書の偈

諸悪莫作　衆膳奉行
ご清聴有難うございました。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
考
え
る  
│
ロ
ー
タ
リ
ー
理
解
月
間
に
因
ん
で
│
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
北
第
一
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　

久
米 

允
彦 

様
（
福
島
西
Ｒ
Ｃ
）
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ロータリーの会合
クラブの主な会合

○クラブ例会…毎週一回、定められた曜日時刻および
場所で定期の例会を開催することとなっています。

○クラブ理事会…毎月一回定例理事会が開催され、ク
ラブ運営上の最終の決定権と責任をもっています。

○クラブ年次総会…毎年12月31日までに年次総会
が開催され、役員選挙が行われます。

○クラブ協議会（クラブ・アッセンブリー）…クラブ
のプログラムと活動、もしくは会員教育について協議
するために開かれる、クラブ役員、理事、委員長の会
合ですが、すべての会員も出席することを奨励されて
います。

○クラブ討論会（クラブ・フォーラム）…奉仕理念、
クラブ管理運営、委員会活動などの問題点について自
由な意見を述べ合う討論会です。

○家庭集会・情報集会…会員宅などを持ち回りして、
少人数で開く非公式な懇談会であり、アットホームな
雰囲気から、公式な会合では発言しにくい初歩的な質
問なども気安くきりだせる会合。主に、ロータリー情
報伝達を目的に行われるものが情報集会となります。

地区の主な会合

○地区大会…毎年開催される地区内ロータリアンの大
会で、その目的は親睦、感銘深い講演、地区内クラブ
やRI全般に関する問題の討議によってロータリーの
目的を推進することです。

○ガバナー公式訪問…RI役員であるガバナーが、地
区内各クラブと公式に接触する年一回の大切な機会
です。地区ガバナーはその年度のRIテーマを解説す
るとともに、実施についてロータリアンの意欲を喚起
させます。また、クラブの実情や問題点について討議
し、指導をします。

○IM（都市連合会）…近隣都市の数クラブが合同して
情報交換及び親睦を行う会合。

○地区・研修協議会…毎年4月もしくは5月に開催
される新年度クラブ指導者のための会合。

国際ロータリー（RI）の主な会合

○RI理事会…RI の管理主体としてRI のすべての役
員、委員会を統御管理し、ロータリーの目的推進のた
めに必要な方法を講じ、また決定します。

○国際協議会…ガバナーエレクトにロータリー教育を
行い、運営上の任務を指導し、鼓舞奨励し、次年度の
プログラムや活動の実施方法を討議・計画することを
目的とします。毎年、2月15日までに開催されます。

○規定審議会…RIの立法機関として組織規定を改正す
る権限を有し、組織内から提出された制定案と決議案
について審議決定します。規定審議会は3年に一度招
集されます。

○国際大会…RI国際大会は、会計年度の最後の3ヵ月
間に、RI 理事会の決定する時と場所において開催さ
れます。主たる目的は、国際レベルにおいて全ロータ
リアンを鼓舞、激励し、かつ情報を与え、ロータリー
発展の意欲を喚起するものです。

（文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回25

ロータリー理解推進月間
（Rotary Awareness Month）

理解推進月間に寄せて

　１月は「ロータリー理解推進月間」です。これは会員
にロータリーについての知識と理解を一層深めてもら
い、同時にロータリアン以外の方々にもロータリーのこ
とをよく知ってもらうためのプログラムを実施する月
間で、1988年１月に始まりました。
　ロータリアンがロータリーのことを理解し、よく知る
必要があるのは当然ですが、それでは、具体的にどのよ
うな方法で勉強すれば良いのか、先達たちのご経験から
参考になる方法をまとめてみました。

①体で覚える方法
　週１回の例会はもとより、親睦会、奉仕活動、IM、地
区大会のほか、近隣クラブへのメーキャップなど、あら
ゆる機会に出席することは、ロータリアンの特権であ
り、ロータリーを知る最善の勉強法でもあること。

②文献による方法
　ロータリーの雑誌「The Rotarian」は英語が出来ない
と無理。手続要覧（Manual of Procedure）は、ロータリー
全般に関する基本事項、例えばRIの方針、運営方針、手
続などを記載した「ロータリアンの手引き」で、3年毎
に開かれる規定審議会の終了後に発行されます。RI組
織規定文書も収められています。
　ただ、「手続要覧」は六法全書を読む感じでなじめな
いと言う方は、結局、純国産の「ロータリーの友」を毎
月熟読することをお勧めします。

③先輩の話を聞く方法
　芸事やスポーツでは、習い初めに良い師匠に就くこと
が上達の早道と言われますが、ロータリーとて例外では
ありません。我がクラブには、パストガバナーを始め、
ガバナー補佐、会長経験者など、後進指導に熱意ある先
輩方が大勢いらっしゃいます。さまざまな機会に先輩
方に教えを乞うて下さい。

④対話する方法
　多少ロータリーのことが判ってきましたら、自分なりに
感じ、考えたことを率直に先輩に向かって話すことです。

　ロータリーとは何かという答えは、ロータリアンの数
だけあると言われますが、その基礎は「ロータリーの目
的」であり、「奉仕の理想」である思いやりと助け合いの
心をいかに実践するかによって決まると考えられます。
　昨今の食品偽装など、企業の反社会的行為は誠に由々
しき問題で、ロータリー理解推進の逆を行くものです。
いやしくも「職業奉仕」を学んだロータリアンなら、自
らの職業において斯かる行為をすることはあり得ない
ことです。こうした意味からも、ロータリアンに対する
「ロータリー理解推進」の重要性が今ほど高まっている
時はないのではないでしょうか。

（文責/丹治正博）
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 右近 八郎 委員長 本日のニコニコBOX投入額　29件 ¥71,000 累計  ¥1,581,000

○
久
米
允
彦 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　

拙
い
お
話
し
に
お
付
き
合
い
下
さ
い
。
残
り

半
年
間
宜
し
く
ご
指
導
願
い
ま
す
。

○
紺
野 

晴
郎 

会
員

　

今
月
末
に
事
務
所
引
っ
越
し
で
立
春
に
業
務

開
始
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
で
お
祝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
加
藤
先
生
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

○
茂
田 

士
郎 

会
員

　

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
久
米
様
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
で
お
会
い
し
ま
し
た
の
に
、
き
ち
ん
と
ご

挨
拶
し
な
い
で
誠
に
失
礼
し
ま
し
た
。
今
日
は

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
佐
藤 

朋
幸 

会
員

　

今
週
末
は
い
よ
い
よ
セ
ン
タ
ー
試
験
。
福
島

受
験
生
の
健
闘
を
祈
っ
て
ま
す
。

○
五
阿
弥 

宏
安 

会
員

　

誕
生
日
を
祝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

○
後
藤 

忠
久 

会
員

　

本
年
は
、「
乙
未
」き
の
と
ひ
つ
じ
の
年
で
す
。

「
初
志
貫
徹
」の
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
目

標
に
向
か
っ
て
皆
様
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

○
加
藤 

義
朋 

会
員

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の

皆
様
早
々
の
賀
状
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
丹
治 

正
博 

会
長

　

本
日
は
私
の
年
度
の
後
半
、
始
め
の
例
会
に

あ
た
り
、
久
米
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
ご
来
訪
を
仰

ぎ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
理
解
推
進
月
間
に
ち
な
ん
で

の
ス
ピ
ー
チ
を
頂
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

拝
聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
他
に
／
坪
井
大
雄
／
幡 

研
一
／
田
苗 

博
／

今
井
吉
之
／
佐
藤
武
彦
／
草
野
武
夫
／
白
岩

康
夫
／
菅
野
晴
隆
／
高
橋 

聡
／
安
藤
健
次
郎

／
八
子
英
器
／
菅
沼 　

裕
／
田
沼
紀
美
子
／

古
俣 

猛
／
金
子
與
志
人
／
松
浦
敬
裕
／
佐
藤

英
典
／
加
納
武
志
／
岡
田
新
也
／
有
田
吉
弘

／
児
玉
健
夫

　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  1月15日　4,639円 累計179,481円

「
信
夫
山
よ
み
が
え
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
提
言

　

私
は
信
夫
山
の
研
究
を
四
十
五
年
も
や
っ
て
い
ま
す
。

東
京
出
身
で
あ
っ
た
私
は
、信
夫
山
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、こ
の
街
を
自
分
の
故
郷
と
し
て
心

に
据
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。い
ま
で
は
、誰
よ
り
も
福
島
を
愛
す
る
福

島
人
だ
、と
胸
を
張
っ
て
云
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
珍
し
い
山
容
と
、豊
か
な
資
産
を
持
つ
信
夫
山
を
、花
見
山
に

次
ぐ
福
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、全
国
に
売
り
出
す
こ
と
、街
の
回
遊

や
周
辺
観
光
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
く
こ
と
、が
私
の
夢
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
信
夫
山
が
、近
年
、森
林
の
衰
退
に
よ
る
生
態
系
の
崩
壊
、

文
化
資
産
の
放
置
・
探
索
路
の
荒
廃
な
ど
、
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、信
夫
山
は
醜
く
老
化
し
た
山
と
な
る
で

し
ょ
う
。環
境
保
全
は
、信
夫
山
の
あ
ら
ゆ
る
利
活
用
の
最
上
位
の
テ
ー
マ

な
の
で
す
。

　

郷
土
福
島
市
の
た
め
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
解
促
進
に
、
表
題
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私のひとこと 浦部　博 会員

幹事報告

例会変更のお知らせ
●福島北RC、20日（火）の例会は、21日（水）に変更し川
俣RC他4クラブと川俣町にて合同夜間例会開催となり
ますのでお知らせ致します。

その他のお知らせ
●本日、18：30より辰巳屋において1月理事会を開催致
します。

金子與志人 会員　　昭和 42年 1月 2日
土屋　敦雄 会員　　昭和 21年 1月 13日
氏川　守義 会員　　昭和 15年 1月 15日
五阿弥宏安 会員　　昭和 31年 1月 16日
森　　洋一 会員　　昭和 25年 1月 17日
吾妻　勝春 会員　　昭和 13年 1月 25日
岩山　知弘 会員　　昭和 41年 1月 27日
小林　仁一 会員　　昭和 32年 1月 27日

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

1月
誕生祝い

今月の「友」より 1月号の注目記事　

■横組みP3／ RI指定記事／RI会長メッセー
ジ

「ロータリーについて話そう」
黄RI会長は、「ロータリーについて誰かに話し
て、会員であることが自分の人生がいかに豊か
なものにするのかを知らせる時、自分がクラブ
に勧誘された時に与えられた贈り物を分かち合
うことになるのです。その贈り物を引き渡して

いくことで、ロータリーとその奉仕が次の世代に確実に引き継ぐ
ための一助となるのです」と、ロータリーデーの意義について述

べています。

■横組みP7～14／特集／ロータリー理解推進月間

「ロータリーを知って情報発信」
P13…「クラブの個性とイメージの統一」
視覚に訴えてロータリーのイメージ向上

個々のクラブが個性的な活
動をしながら、一般の人々
に「ロータリー」や「ロータ
リークラブ」を知ってもら
うためには、視覚に訴える
と効果的です。国際ロータ
リー（RI）では、全世界で
ロータリーのイメージ調査
を行い、その結果を基に、ロ
ゴをはじめとした視覚的イメージなどについて統一を図ろうと、
一昨年の8月、指針を発表しました。今月号では、その内容を簡
単に紹介しています。

■横組みP27／心は共に／東日本大震災

「福島の若者の夢を育てる」
福島グローバルRC ほか

■縦組みP13／友愛の広場

「親子二代ガバナー支え
配偶者奉仕功労賞！」
喜多方RC 高橋亮一会員


